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 1 　エイズ発生動向調査�
 2 　血液凝固異常者実態調査事業�
 3 　HIV感染者等保健福祉相談事業�
 4 　エイズ患者等に対する社会的支援事業�
 5 　個別施策層対応手引書作成�
 6 　ボランティア指導者育成事業�
 7 　相談員養成研修事業�
 8 　相談体制維持強化�

 9 　保健所における血液検査の迅速化�
　　（検査機器等の整備）�
10　保健所の個室相談室の整備�
11　検査体制維持強化�
12　検疫所でのHIV検査実施�
13　エイズに関する教育・研修�
14　保健所等におけるHIV検査・相談事業�

 1 　エイズ治療のための個室病室等の整備�
 2 　エイズ治療拠点病院に対する医療機器等�
　　の整備�
 3 　エイズ治療拠点病院診療支援事業�
 4 　エイズ治療研究情報網整備�
 5 　エイズ治療拠点病院医療従事者海外実地研修�
 6 　エイズ治療拠点病院地域別病院長会議の開催�
 7 　地方ブロックの拠点病院整備促進事業�
�

 8 　エイズ治療・研究開発センター運営�
 9 　医師、看護師、検査技師研修�
10　HIV診療医師情報網支援事業�
11　歯科医療関係者感染症予防講習�
12　医療提供体制確保�
13　血友病患者等治療研究�

 1 　エイズ対策の研究�
 2 　政策創薬総合研究�
 3 　エイズ発症予防に資するための血液製剤�
    　によるHIV感染者の調査研究事業�
 4 　エイズ・結核合併症治療研究事業�

 5 　外国人研究者招聘等研究推進事業�
 6 　エイズ研究センター運営�
 7 　共同利用型高額研究機器整備�

 1 　エイズ知識啓発普及事業�
 2 　「世界エイズデー」啓発普及事業�
 3 　啓発普及（パンフレットの配布等）�
 4 　エイズ予防ポスター作製�
 5 　空港でのビデオ等による啓発�

 6 　エイズ対策評価検討�
 7 　エイズ予防情報センター事業�
 8 　血液製剤安全性情報システム事業�
 9 　青少年エイズ対策�

・エイズ対策推進のためのマンパワーの養成事業�
・啓発普及活動事業�
・エイズ治療拠点病院治療促進事業�
・エイズ治療拠点病院医療従事者実地研修事業�
・エイズ治療拠点病院カウンセラー設置事業�
・地域組織等活動促進事業　等�

 1 　アジア地域エイズ専門家研修事業�
 2 　国連合同エイズ計画への拠出�
 3 　エイズ国際協力計画の検討�
 4 　開発途上国ワークショップ開催�
 5 　エイズ国際会議研究者等派遣事業�

概　　要

エイズ対策
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普及啓発及び教育�

検査・相談体制の充実�

医療提供体制の再構築�

現　状�

見直しにおける基本的な方向�

今後の主な具体的施策�

わが国おけるHIV・エイズの発生動向�

○　新規感染者・患者の報告件数は依然と上昇�

・平成16年においては、初めて年間1,000件を超過し、累
積でも10,000件を突破した。また新規感染者の増加率も
上昇傾向にある。�

�
○　最近の感染事例等の分析�

・2000年以降、特に地方大都市においても増加�

・この5年間は20歳代が全体の約35％、30歳代が約40％を
占め、比較的若い世代を中心に感染拡大が進んでいる。�

・感染経路別では、性交渉による感染がほとんどを占め、
特に男性同性間の性的接触が全体の約60％を占めている。�

施策の実施を支える新たな手法�

○　普及啓発等施策の実施におけるNGO等との連携強化（連携支援の核→エイズ予防財団）�
○　関係省庁間連絡会議の定期的な開催による総合的なエイズ対策の推進�
○　政策評価を踏まえた都道府県等に対する重点支援�
　　　→感染者・患者数の多い都道府県等への重点的な連携（16団体）�

現状の問題点�

○　全体の約1/3が診断時にエイズを発症している�

・早期発見、早期治療の機会を逸している例が多い�
�
○　若い世代や同性愛者における対応が不十分�
�
○　一部の医療機関へ感染者・患者が集中�
�
○　国と地方公共団体との役割分担が不明確�

・互いの比較優位性を充分踏まえずに施策を実施�
�
○　各種施策の実施状況等の評価が不十分�

○　疾患概念の変化に対応した施策の展開� ※「不治の特別な病」→「コントロール可能な一般的な病」へ�

○　国と地方公共団体との役割分担の明確化�

○　施策の重点化・計画化�

※国：研究の推進、地方公共団体への技術的支援�
　地方公共団体：普及啓発、検査、医療提供などの施策を実施�

《国が中心となる施策：一般的な普及啓発》�
・　HIV/エイズに係る基本的な情報・正しい知識の提供�
　→各種イベント、エイズ予防情報ネット、政府広報、ポスターコンクール等�
　→多角的な普及啓発事業の創設（公共広告機構と連携した普及啓発活動）�
《地方自治体が中心となる施策：個別施策層に対する普及啓発》�
・　青少年、同性愛者への対応�
　→青少年エイズ対策事業/同性愛者等予防啓発事業�

《国が中心となる施策：検査相談に関する情報提供》�
・　検査手法の開発、検査相談手法マニュアル作成�
・　HIV検査普及週間（毎年6/1～7）の創設�
・　検査相談に係る情報提供体制の再構築�
《地方自治体が中心となる施策：検査・相談体制の充実強化》�
・　利便性の高い検査体制の構築（平日夜間・休日・迅速検査等）�
・　年間計画の策定と検査相談の実施�

《国が中心となる施策：グランドデザイン策定、新たな手法の開発》�
・　中核拠点病院制度の創設�
・　病診連携のあり方の検討→エイズ医療提供病診連携モデル事業の創設�
《地方自治体が中心となる施策：都道府県内における総合的な診療体制の確保》�
・　中核拠点病院の選定を始めとした都道府県内における医療体制の確保�
・　連絡協議会の設置等による各病院間の連携支援�

※①普及啓発及び教育　②検査相談体制の充実　③医療提供体制の再構築�

エイズ予防指針改正（平成18年）の概要�
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サハラ以南アフリカ�

北アフリカ・中東�

南・東南アジア�

東アジア�

オセアニア�

ラテンアメリカ�

カリブ海沿岸�

東欧・中央アジア�

西欧・中欧�

北アメリカ�

合計�

2,180－2,770万人�

27－76万人�

520－1,200万人�

46－120万人�

50,000－170,000人�

130－250万人�

19－32万人�

120－260万人�

58－97万人�

88－220万人�

3,950万人�
（3,410－4,710万人）�

5.2－6.7％�

0.1－0.3％�

0.4－1.0％�

＜0.2％�

0.2－0.9％�

0.4－1.2％�

0.9－1.7％�

0.6－1.4％�

0.2－0.4％�

0.6－1.1％�

1.0％�
（0.9－1.2％）�

180－240万人�

20,000－60,000人�

29－85万人�

26,000－64,000人�

2,300－6,600人�

51,000－84,000人�

14,000－25,000人�

58,000－120,000人�

＜15,000人�

11,000－26,000人�

290万人�
（250－350万人）�

HIV感染者・AIDS患者数� 新規HIV感染者数�地　域�

240－320万人�

41,000－220,000人�

55－230万人�

56000－30万人�

3,400－54,000人�

10－41万人�

20,000－41,000人�

17－82万人�

18,000－33,000人�

34,000－65,000人�

430万人�
（360－660万人）�

成人HIV陽性率＊� AIDSによる死亡者数�

 （　）内の範囲に実際の数値が存在する。推計値・範囲は現在入手可能な最良のデータを基にして算出された。�
資料： AIDS epidemic update - December 2006（UNAIDS/WHO）による。�

＊　成人（15－49歳）、2006年人口統計を利用して算出。�

世界のエイズ患者の状況（2006年末現在、UNAIDS/WHO報告）�詳細データ ②
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区分�国籍�性別�

資料：厚生労働省エイズ動向委員会「平成18年エイズ発生動向年報」�
（注） 凝固因子製剤による感染者・患者数を除く。�
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HIV感染者及びAIDS患者の国籍、性別推移�詳細データ ①




